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未
来
へ

は
ば
た
け

未
来
の
担
い
手
を
紹
介
し
ま
す

平成22年に就農して、両親と祖母の４
人で桃と梨を栽培しています。
桃は観光農園をしています。７月末に
はほぼ終了してしまいますが、興味があ
る方はぜひお越しください。
梨は「新甘泉」のジョイント網掛け栽
培を行っています。作業は本当に大変で
すが、その分大きく育った梨を見ると嬉
しくなるので、収穫が一番の楽しみです。
もちろん食べるのも大好きです。
とっても美味しいですよ。

地域で活躍する笑顔のステキな方を
紹介するコーナーです

まちかどスマイル

竹本　正二郎さん
鳥取市気高町土居
たけもと しょう　じ　ろう

収穫が一番の楽しみ

は　せ　がわ　 めぐみ

長谷川　恵さん
米子市

「
自
分
が
作
っ
た
も
の
で
人
に

よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
え
る
仕
事
が

し
た
い
」
と
農
業
に
魅
力
を
感

じ
、
１
年
間
の
研
修
を
経
て
今

年
の
春
か
ら
本
格
的
に
農
業
を

始
め
ま
し
た
。

現
在
は
、
約
２
・
４
a
の
ハ

ウ
ス
を
５
棟
所
有
し
、
キ
ュ
ウ

リ
７
a
と
ト
マ
ト
４
a
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
毎
日
野
菜
の
様

子
を
み
な
が
ら
、
水
管
理
や
温

度
調
節
な
ど
を
こ
ま
め
に
行
い
、

一
番
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
時

を
み
て
出
荷
す
る
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。
主
に
、
東
部
地
域

の
Ｊ
Ａ
直
売
所
や
道
の
駅
を
中

心
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

将
来
は
、
規
模
を
拡
大
し
、

い
ろ
い
ろ
な
品
種
の
ト
マ
ト
を

栽
培
し
て
み
た
い
で
す
。
や
る

と
決
め
た
ら
と
こ
と
ん
追
求
す

る
タ
イ
プ
な
の
で
、
こ
れ
か
ら

少
し
ず
つ
経
験
を
積
み
、
地
域

の
先
輩
農
家
さ
ん
に
も
負
け
な

い
野
菜
作
り
の
プ
ロ
を
目
指
し

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

野
菜
つ
く
り
の
プ
ロ
を
目
指
し
て
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正解者の中から抽選で10名様に、倉吉産　あきづ
き３㎏箱をプレゼント。

応募方法

応募宛先 〒680-0841
鳥取市吉方温泉3丁目811
鳥取県農業共済組合広報係

応募締切 平成28年８月31日（水）当日消印有効

※ご応募いただいた個人情報は、当選発表、商品発送以外には使用いた
しません。

※ご意見、ご感想については紙面上に掲載することがありますのでご
了承ください。氏名の記載はいたしません。貴重なご意見、ご感想お
待ちしております。

ヨコのかぎ
①ひんやり、サクサク、夏に食べたい氷菓
②振動やショックを和らげたりするもの
③薄く切った一切
④何枚も重なっていること、いくつかの重なり
⑦家屋の母屋から突出した部分
⑨予定されたことを実際に行うこと
⑪意味ありげで含みのある様子。○○○○な笑い
⑬頭が痛むこと
⑭延期になりました。消費○up

タテのかぎ
①中に物を入れて持ち運ぶもの、肩掛けや手提げ
などがある
③球体の大きな果物。鳥取県産も有名
⑤もちを作るために用いる木製の道具
⑥物事のどん底
⑧我が家へ帰る道
⑩ご飯をケチャップで味付けし、薄い卵焼きで包
んだ料理
⑫木などが燃えた後に残る黒いもの
⑬神奈川県の三浦半島の付け根に位置する市
⑮社会福祉事業を行うところ
⑯海辺
⑰古くから家畜として飼われている

読 者 の こ え
●保管中の農産物の補償が開始されるとのこと。
今まで出荷までの間のことは考えていませんで
した。よく考えてみると危ない状況であったと
思っているところです。
→「収容農産物補償特約」について、前号で詳しく
説明しています。
総合共済へのご加入と自家用消化農産物でない
ことが前提となります。詳しくは、地区担当の
職員か最寄りの支所にお尋ねください。
●「NOSAI」の役割は、これからどんどん重要に
なると思います。TPPをはじめ各地での被害…。
しっかりと果たしてほしいと思っています。
→「NOSAI」の役割を肝に銘じて、今後もしっか
り仕事をしていきます。
ほかにも多数のご意見、ご感想をいただきまし
た。ありがとうございました。

A B C D

①

③

④

⑧

⑨

⑦ ⑫

⑤ ⑯

⑭

⑮⑥ ⑪

⑬ ⑰

⑩

②

C

D

A

B

A～Dを順に並べて完成した言葉が答えです。

〈応募ハガキ 記入例〉

※景品は写真と若干異なります。

①クイズの答え
②郵便番号
③住　　所
④氏　　名
⑤年　　齢
⑥性　　別
⑦電話番号
⑧組合または広報紙への
　ご意見、ご感想

プレゼント応募券
2016 年 盛夏号 地産地消を応援

※左上にあるプレ
ゼント応募券を
貼ってください

当選者の発表は、賞品の発送をもって
かえさせて頂きます。
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